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1998～2007 年）と「ベトナム工場（ハノイ）」（2012 年）の「マザー工場」である。 







  ・電子部品（AF や VC のユニットや電子基板） 
  ・プラスチック成形用の金型（さいたま市本社工場）  








































国現地法人「タムロン・インダストリーズ Inc.」（現「タムロン USA, Inc．）を設立、同時に「スー
パー・パフォーマンス」（SP）シリーズを開発した。 
－ 96 － 
 1982（昭和 57）年には、西ドイツの現地法人の「タムロン・ヘアトリーブス G.m.b.h.」を設
立。香港現地法人「タムロン・ホンコン Ltd」設立した。1983（昭和 58）年には、一体型ビデ
オカメラレンズを開発し、84（昭和 59）年には「株式会社オプテック・タムロン」（青森県浪







 2000（平成 12）年６月に仏国の現地法人「TAMRON FRANCE EURL」を設立。同年以降、本






 2012（平成 24）年ロシア現地法人「TAMRON（Russia）LLC」、ベトナム現地法人「TAMRON 




 タムロンは、1950（昭和 25）年に浦和市に「泰成光学製作所」として創業し、58（昭和 33）
年「タムロン」（今日のタムロンの光学技術の基礎を築かれた田村右兵衛氏の姓をとってタムロ
ンと命名された）が商標登録され、70（昭和 45）年には、社名も「株式会社タムロン」に改称
された。タムロンは、84 年 8 月に店頭上場、2006 年 11 月東京証券取引所市場第１部上場され、
同社は 2016 年 12 月現在、従業員数（2016 年）は単独 1,069 名、連結 4,728 名である。 
 タムロンの財務指標を事業（＝セグメント）別にみると、2016（平成 28）年 12 月現在、総
売上高 599.02 億円、それをセグメント別に見ると写真関連――468.05 億円（78％）、営業利益
40.34 億円（営業利益率：8.6％）、レンズ関連――23.58 億円（４％）、営業利益 0.75 億円（3.2％）、
特機関連――107.39 億円（18％）、営業利益 7.33 億円（6.8％）となり、セグメント別（2012～
16 年までの５年間）特徴では、写真関連は 469.20 億円（100％）→468.05 億円（99.8％）と横
－ 97 － 
ばい、レンズ関連 82.75 億円（100％）→23.58 億円（28.5％）へと 70％が減少し、特機関連 91.57










































































 2007 年 11 月の改定で、精密機械器具業から変更された「業務用機械器具製造業」の統計で
ある。『平成 26 年工業統計表』（経済産業省）によると、14 年業務用機械器具製造業の事業所





４～９人：51 社、10～19 人：34 社、20～29 人：17 社、30～49 人：11 社、50～99 人：22 社、
100～199 人：８社、200～299 人：２社、300～499 人：４社、500～999 人：１社、1,000 人以
上：３社となっている。多くの製造業と同様に、部品加工の中小企業群が多いといえる。 
 
一眼レフ用レンズができるまで（Camera Lens Manufacturing） 













































































































材料調達――普通のガラスの 100 倍から 4,000 倍も高価な光学用がラスと結晶材を専
門メーカーからレンズの完成品に近い形にプレスされたものまたは結晶から切









 ・真球度（アス・クセ）0.03 ミクロン。 






































 現在約 200 種類以上であるといわれている光学ガラスレンズの中から、光の屈折率、分散特
性、透過率、厚み、大きさなど、さまざまな光学的要素を見極めながら最適な光学レンズを選
び出し、組み合わせる。 













































































































































駆使しつつ、専用設計の VC ユニットで小型化していくのはズームと VC、両方の技術を練り上
げてきたタムロンならではの合わせ技である。 




















光を電磁波としてとらえると、380 から 780 ナノメートルの波長帯が、人間の眼が感じ


















－ 111 － 
も高画質・高画素を追求する分野ではないが、特殊な検査やチューニングには、そこに
妥協せず可視レンズと同等のクオリティと使い勝手も追求していくタムロンの姿勢が現



















 一眼レフカメラ用交換レンズ 135mmF4.5 完成（1957 年）。一眼レフカメラ用マウント交換方
式Ｔマウント開発（57 年・世界初）。 





 一眼レフカメラ用交換レンズ・テレビ用レンズ・電子複写機用レンズ等の生産開始（69 年）。 
 小型軽量マクロ機構を装備し、独自のクイックフォーカス方式を採用した「タムロンアダプ
トールレンズ群」を販売開始（76 年）。 
 「スーパー・パフォーマンス」（SP）シリーズを開発（79 年） 。 
－ 112 － 












































 第１期工場（1998 年）→ 第２期工場（2003 年）→ 第３期工場（2007 年）。 
 タムロン中国工場の正式名称は「騰龍光学（仏山）有限公司」という。工場設立は 1997 年で
翌 98 年から操業をはじめ、ほぼ 20 年。従業員数は 3,000 名で平均年齢は 26.3 歳で操業は多く













































して、最新型の「SP85 ㎜-1.8DiVC USD（Model F016）」や「SP150-6600mmF／5-6・3DiVC U 























「Made in Tamron」＝「タムロン製」という心を込めています。 
（仏山・タムロン工場の調査については、田中希美男氏『実態調査レポート（第１回から第 10
回）』（出典：http://www.tamron.co.jp/monozukuri/blog01/）を参照させてもらった。） 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－ 118 － 
付表１ 
株式会社 タムロン 
 創   業 1950 年 11 月１日 
 設   立 1952 年 10 月 27 日 
 本社所在地 埼玉県さいたま市見沼区蓮沼 1385 番地 
 資 本 金 69 億 23 百万円 
 代 表 者 鯵坂司郎氏 
 決 算 期 12 月末 
 売 上 高 599 億３百万円 
 総 資 産 609 億 10 百万円 
 純 資 産 473 億 21 百万円 
 従 業 員 数 単）1,069 名、連結）4,728 名  
 上場取引所 東京証券取引所第１部 
 
〈略史〉 
1950 年 11 月 浦和市に『泰成光学機器製作所』を創始（渡辺富士雄相談役）。 
（昭和 25 年） 
1952 年 10 月 資本金 250 万円で『泰成光学工業（株）』設立。 
（昭和 27 年） 
1957 年 一眼レフカメラ用交換レンズ 135ｍｍＦ4.5 完成。世界初一眼カメラ用 
（昭和 32 年） マウント交換方式Ｔマウントを開発。 
1958 年８月 「タムロンブランド」を商標登録。 
（昭和 33 年） 
1959 年９月 本社及び本社工場を大宮市蓮沼（現さいたま市見沼区蓮沼）に建設。 
（昭和 34 年） 業界初の一眼レフカメラ用普及型望遠ズーム 95-205 ㎜ F6.3 を量産。ズーム普及の口火を切る。 
1966 年５月 レンズ原器、超精密レンズ、プリズムの生産開始、各種一眼レフカ 
（昭和 41 年） カメラにオート絞りで使用するマウント交換方式「タムロン・アダプトマチック」レンズ
群の開発に成功。ITV・放送用テレビレンズ等の生産開始。 
1969 年５月 青森県に弘前工場を建設。一眼レフカメラ用交換レンズ、テレビ用レンズ、 
（昭和 44 年） 電子複写機用レンズ等の生産開始。 
1970 年４月 社名「株式会社タムロン」に変更。 
（昭和 45 年） 
1976 年９月 東京都北区滝野川に本社を移転。 
（昭和 51 年） 
1976 年  小型軽量マクロ機構を装備し、独自のクイックフォーカス方式を採 
（昭和 51 年） 用した「タムロンアダプトールレンズ群」を販売開始。 
1979 年４月 米国ニューヨーク市に現地法人『タムロン・インダストリーズ Inc．』 
（昭和 54 年） （現『TAMRON.US,Inc』を設立。「スーパー・パフォーマンス」（SP）シリーズを開発。 
1981 年１月 弘前工場第２期工事（新工場棟）完成。 
（昭和 56 年） 
1982 年９月 西独に『タムロンフェアトリーブス Gmbh.』 
（昭和 57 年） （現 TAMRON Europe Gmbh．』）を設立。 
1982 年 11 月 『タムロンホンコン Ltd』を設立。 
（昭和 57 年） 
1983 年 一体型ビデオカメラレンズを開発。 
1984 年２月 青森県浪岡町に『株式会社オプテックタムロン』を設立。 
（昭和 59 年）  
－ 119 － 
1984 年８月 東京証券業協会での『店頭取引銘柄』になる。資本金は 38 億 3,557 万５千円に増資。 
1985 年 12 月 精密成形用金型工場として『株式会社ファイン』を設立。 
（昭和 60 年） 青森県大鰐町に成形工場を設立。 
1995 年４月 英国に『タムロン U.K.Ltd 』設立。 
（平成７年）    
1995 年７月 中判カメラの老舗『プロニカ株式会社』の株式を取得し、新たに中 
（平成７年） 判カメラ事業に乗り正す。 
1995 年 11 月 弘前工場「ISO9001」認定工場になる。 
（平成７年） 
1997 年５月 香港に『タムロン工業香港有限公司』を設立。 
（平成９年）  
1997 年７月  中国広東省仏山市に『タムロン光学有限公司』を設立。 
（平成９年） 
1998 年７月 『ブロニカ株式会社』を吸収合併。 
2000 年６月 フランスに「TAMRON FRANCE EURL.」を設立。 
（平成 12 年） 
2000 年９月 本社部門において「ISO9001」を認証取得。 
（平成 12 年） 
2000 年 12 月 弘前工場において「ISO14001」を認証取得。 
（平成 12 年） 
2001 年９月 仏山工場において「ISO9001 及び ISO14001」を認証取得。 
（平成 13 年）  
2001 年 10 月 本社部門において「ISO14001」認証取得。 
（平成 13 年） 
2003 年 11 月 浪岡工場・大鰐工場において「ISO14001」を認証取得。 
（平成 15 年） 
2004 年１月 浪岡工場・大鰐工場において「ISO9001」を認証取得。 
（平成 16 年）      
2005 年４月 埼玉県さいたま市見沼区蓮沼に本社を移転。 
（平成 17 年）  
2005 年 10 月 中国上海市に『騰龍光学（上海）有限公司』を設立。 
（平成 17 年） 
2006 年 11 月 東京証券取引所市場第１部に上場。 
（平成 18 年） 
2007 年 11 月 仏山工場第３期工場（新工場）稼動。 
（平成 19 年） 
2009 年８月 自動車産業用品質メネジメントシステムである「ISO/TS16949」を認 
（平成 21 年） 証取得。 
2012 年３月 ロシアに「TAMRON (Russia) LLC」を設立。 
（平成 24 年）    
2012 年５月 ベトナムに「TAMRON Optical (Vietnam) Co.,Ltd」を設立 
（平成 24 年） 
2013 年３月 インドに「TAMRON INDIA PRIVATE L1MITED」を設立。 
（平成 25 年） 
2015 年２月 株式会社宏友興産の株式を取得し、子会社とする。 
（平成 27 年） 
2015 年６月 株式会社宏友興産を吸収合併。 
（平成 27 年） 
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付表２   
株式会社シグマ（Sigma Corporation）（旧：シグマ研究所） 
設   立 1961 年９月 
本社所在地 神奈川県川崎市麻生区栗木 2-4-16 
事 業 部 門 精密機器製造 
社   長 山木和人 
資 本 金 ４億 44 百万円 
売 上 高 364 億円 
従 業 員 数 894 名（2011 年８月 31 日時点） 
  
 〈略史〉 
1961 年９月 設立 
（昭和 36 年） 
1970 年 11 月 株式会社シグマに商号変更。 
（昭和 45 年） 
1973 年 11 月 会津工場第１期工事完成。 
（昭和 48 年） 
1979 年 11 月 シグマ・ドイツ設立。 
（昭和 54 年） 
1983 年２月  会津工場第２期工事完成。 
（昭和 58 年） 
1983 年３月  東京（狛江市）本社新社屋完成。 
（昭和 58 年） 
1983 年４月 シグマ・香港設立。 
（昭和 58 年） 
1984 年３月 シグマ・アメリカ設立。 
（昭和 59 年） 
1991 年３月  シグマ・ベネルクス設立 
（平成３年） 
1991 年 12 月 シグマ・シンガポール設立 
（平成３年） 
1993 年２月 シグマ・フランス設立 
（平成５年） 
2000 年 11 月 シグマ・ＵＫ設立 
（平成 12 年） 
2005 年９月 本社新社屋完成 
（平成 17 年） 
2006 年 10 月 会津工場 ISO9001 認証取得 
（平成 18 年） 
2009 年８月  本社 ISO14001（環境マネジメントシステム）認証取得 
（平成 21 年） 
2013 年７月 シグマ・チャイナ設立 
（平成 25 年） 
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付表３ 三共光学工業の略史 
 １９２９年 本社所在地にて創業。 
  １９４９年 株式会社に改組 
  １９６７年 秋田県誘致企業として仙南工場操業 
  １９７０年 秋南光学（株）を創設、荒摺工程を移管 
  １９７３年 仙北工場開設、操業。組み立て横手分工場へ 
  １９８４年 大森精器株式会社設立 
  １９９８年 
8 月 
太田工場開設、操業 
  ２０００年 
5 月 
環境 ISO１４００１認証取得（登録番号 JQA-EM0855） 
  ２００２年 
10 月 
三社統合合併（三共光学工業、大森精器、秋南光学） 
  ２００３年 
5 月 
大森工場環境 ISO１４００１追加認証取得 
  ２００３年 
7 月 
大森工場ＯＰ工場取得 
  ２００４年 
7 月 
大森工場新棟増設 
  ２００５年 
7 月 
品質 ISO９００１認証取得（登録証番号 JQA-QMA12274） 
  ２００７年 JAXA 様より人工衛星「ひので」搭載品として感謝状を受領 
  ２００８年 
9 月 
太田工場新棟増設 
  ２００８年  中小企業庁より「元気なモノ作り中小企業 300 社」に選ばれる 
  ２０１３年 
11 月 
仙南工場と仙北工場を統合し、秋田事業所とする 
（出典：http://www.sankyou-kogaku.co.jp/attn10.htm） 
 
